
第Ⅵ章　ま　と　め

本報告書は，昭和52年に発見し，53年度に調査した1号墳をはじめ，早くから調査がな

された所とその周辺の地区，54年度調査区の東の地区の報告である。56年度調査区は2箇

所に分かれたため調査地区の違いが横の違いに表われ，毎年調査は新たな発見が相つぎ，

遺跡の広がりや性格の一端がつかめるとともに新たな疑問も生じた。

fl地区（1号墳周辺地区）は53年度に1号墳周辺地区の上層，中層を調査し，56年度

にfl地区の全体の調査を行なった。その結果竪穴住居跡19棟，古墳・墳墓25基，掘立柱

建物跡9棟，中世墓52基（内火葬墓51基），水田跡2層などを検出した。この地区は55年

度調査区の南西で切れていた黒砂が再び現われ，南側で湿地帯に移行しており，砂丘地の

地形をよく表わしている。特に砂丘地の後背湿地と思われる南側の湿地帯との境はたえず

そのときの種々の状態で動いていたことがわかった。

g地区は54年度調査地区の東にあたり，54年度に検出した古墳時代の住居跡群，墳墓群

の続きが検出された。検出された主な遺構は住居跡18棟，掘立柱建物跡3棟，古墳墳墓20

基などである。今年度の調査は集落の核となる大型の建物跡（11I地区SB40）を発見し

たことであろう。これらの建物は地形的にはL字状の丘陵（17K～17D，17D～9B）に

囲まれる平坦地にあり（北と東の広がりはつかめていないが）この他にも他では見られな

い特異な掘立柱建物跡などがあることなどから集落の中心部と推定することができた。ま

た鉄剣型銅剣，多数の鋼鉄や素文鏡など多種多様の祭祀用具がこの集落で用いられたこと

が今までにわかっていたが，SI127出土の銅鐸はこの集落の祭祀用具の多様性，あるい

は段階的なものを現わしているといえよう。

fl地区で検出された弥生時代前期の玉作り工房跡はただ1棟だが，当時の玉作り技法

のほとんどを知ることができ，玉作り技法の原形を見ることができた。

毎年多数の遺構を調査し，数多くの遺物を掘り出して調査は進むものの遺構・遣物の多

さに発掘の報告自体も充分できないのは残念である。本書は発掘調査・整理にたずさわる

方々のおしみない協力の成果であり，ここに感謝の意を表したい。
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粘土

（》灰褐色砂（暗褐色砂斑状混入）

②暗褐色砂（灰褐色砂　〃　）

③暗褐色砂（黄褐色砂　〃　）

④黒褐色砂（灰褐色砂　〃　）

⑤暗褐色砂

⑥黄灰色砂（黒褐色砂少量斑状混入）

⑦黒褐色砂
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付図2　1号墳第1埋葬施設遺構図（S＝1／20）、遺物図（S＝1／4）
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付図4　長瀬高浜遺跡古式土師器編年表


